
◇◆ 環境保護運動の前進のために ◆◇ 

̶環境問題懐疑論を徹底的に批判し、環境保護運動の方向を示す ̶ 
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まえがき より－             

 日本の環境問題懐疑論は必ずしも思想的にまとまったものではない。個別的な事実やデータを全体

から切り離して一面的に評価するという「トリック」を用いて、ダイオキシンや環境ホルモンなど合

成化学物質の人への影響や温暖化を過小に評価し、あるいは事実上ありえないものとして、生産や消

費活動における経済性（利便性）を強調する点では共通している。懐疑論をその社会的背景にまでさ

かのぼり全面的に批判し克服することなしには、政府の環境政策に対する全面的な批判へと推し進め

ることなしには、環境保護運動の前進はありえない。 

 懐疑論は高まる環境保護への反動でもある。ロンボルグなど懐疑論者は、環境保護の高まりの中で

確立されてきた諸原則（「汚染者負担原則」「予防原則」「共通だが差異のある責任の原則」）及びそれ

に基づく環境規制を葬り去るか、あるいは骨抜きにしたいのである 
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